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今号から、シナリオ型被害想定の実施手順の「2.被害シナリオを時系列で作成する」方法を解

説します。 

 

 

1.被害シナリオ作成のステップ 

 

被害シナリオ作成のステップは以下のようになります。 

①使用する「被害想定データ」(=想定ケース)を定める 

被害シナリオは「被害想定データ」を前提に作成されます。前号では、「V 市の被害想定デ

ータ」の例を示しました(表 1 参照)。表 1 では 1～IV の 6 ケースを示していますが、実は、

地震の規模・震源深さ、発生時期・時刻等の条件の組み合わせ方(;ケース)は無数にあり、そ

のケースごとに「被害想定データ」は異なります。しかし、私たちが作業に費やせる時間・労

力には限りがあります。そこで、最少の時間・労力で最大の効果をあげうるように想定ケー

スを定めます。 

②ひな型を用意する 

本連載では、「お金も時間もあまりかけない」でシナリオ型被害想定を行うことを目的にし

ています。何もかもゼロから始めていたのでは、この目的に反します。「利用できるものはと

ことん利用する」姿勢が大事です。そこで、被害シナリオの作成に使えそうな「ひな型」を用

意することにします。 
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③ひな型に地域特性等を反映させる 

ひな形をベースに自分の市町村の地域特性や防災体制・対策事情等を反映させ、被害シナリ

オを記述します。 

さて、今号では、「①使用する「被害想定データ」(=想定ケース)を定める」について解説して

いきます。 

 

 

 

2.使用する「被害想定データ」(=想定ケース)を定める 

 

いたずらに想定ケースを増やしていては、時間と労力の無駄使いになります。そもそも、本講

座は、簡単にシナリオ型被害想定を行うことを目的にしています。そこで、最少の時間・労力で

最大の効果を図れるように以下の工夫を行います。 

①基本ケースと激甚ケースの 2つに絞る 

②基本ケースと激甚ケースの想定条件はできるだけ対照的なものを選ぶ 

これらについて、以下に解説します。 

 

(1)基本ケースと激甚ケースの 2つに絞る 

「基本ケース」とは「いちおうこのレベルはクリアしたい」というケース、「激甚ケース」

とは「最悪に近い」ケースとします。 

ところで、「基本ケース」の「いちおうこのレベルはクリアしたい」というところの「レベ

ル」はどのように考えれば良いでしょうか? 
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筆者は、「基本ケース」としては前々号で解説した理由から、管内において震度 6 強の揺れ

をもたらすケースを選ぶのが適当と考えます。念のため、前々号の解説の一部を以下に引用

します。 

『ア.震度 6強という地震は、数百年、数千年のスパンで考えれば日本全国どこの地域でも

発生の可能性があると考えています。数百年、数千年のスパンと書きましたが、その

地震の発生が明日でないという保証はないのです。1995 年の阪神・淡路大震災、2004

年の新潟県中越地震もその例です(どちらも最大震度は 7でした)。 

イ.震度 6 強以上の地震は、震度 5 クラスの地震とは様相ががらりと変わります。震度 5

クラスの地震対応の発想では通用しないことが続出します。震度 6 強以上の地震は、

震度 5クラスの地震とは次元が全く異なるのだと考えた方が正しいのです。』 

 

読者の中には、アの説明はともかく、イの説明はよくわからないと言われる方も多いのではな

いでしょうか。特に、「震度 6 強以上の地震は、震度 5クラスの地震とは様相ががらりと変わる」

ということがピンとこないのではないでしょうか。 

その点を表 2 の気象庁震度階級関連解説表を用いて説明してみましょう。話をわかりやすくす

るため、震度 5強と震度 6強とを比較することにします。 

震度 5強と震度 6強とを比較する場合、まず注目するべき箇所は「木造建物」の欄です。じっ

くり読み比べてみてください。勘の良い方はお気づきになったと思いますが、震度 5強では、壁

や柱にそれなりの被害はありますが耐震性の低い木造住宅であっても「倒壊はしない」のです。

これに対し震度 6強では「耐震性の低い住宅では倒壊するものが多い」のです。その結果として、

震度 6強では、多数の生き埋め箇所・死傷者・避難者・災害時要援護者及び避難所運営・給食・

給水・医療・救護をはじめとする膨大な応急対策需要が高い確率で発生します。 

防災担当者であれば、これが意味することの重大性は容易におわかりいただけると思います。

この説明だけで十分だと思いますが、参考までに「人間の行動」の欄を比較してみてください。

震度 6強では「はわないと動くことができない」のです。もし、あなたが就寝中であれば、おそ

らく布団の中で翻弄されるがままの状態でしょうが、そのとき室内では「固定していない重い家

具のほとんどが移動、転倒します」(「屋内の状況」欄)。考えただけでも背筋が寒くなりません

か。震度 5強ではこのような事態はほとんど考えられません。 

解説表をじっくり読み比べていただけば、他の点でも震度 5強と震度 6強とでは「様相ががら

りと変わる」ことを理解いただけると思います。 

以上のような理由から、基本ケースとして震度 6強の揺れをもたらすケースを選ぶのが適当と

考えます。 
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それでは、激甚ケースはどのように選べば良いでしょうか。基本ケースで震度 6 強のケースを

選択していますから、激甚ケースでは震度 7のケースを考えてみるのも一法です。震度 7という

極限の「世界」を知ることにより豊富な地震対策メニューを手に入れることができます。しかし、

可能性はあるだろうが震度 7を考えるのには躊躇があるということでしたら、震度 6強で最大の

被害をもたらすケースを選んでも良いでしょう。 

 

(2)基本ケースと激甚ケースの想定条件はできるだけ対照的なものを選ぶ 

基本ケースと激甚ケースの想定条件はできるだけ異なるように選びます。災害はいつも同じ顔

を見せるわけではありません。条件が異なれば違った顔を見せます。対照的な条件を設定するこ

とで生まれる被害シナリオの相違を知ることにより、災害への対応がワンパターン化するのを回

避でき、柔軟な対応が可能となります。 

紙数が尽きましたので、対照的な条件設定の考え方については次号で解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 


